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と
こ
ろ
が
、
長
引
く
経
済
不
況
を
克

服
す
る
た
め
、
大
幅
な
金
融
緩
和
が
進

め
ら
れ
、
超
低
金
利
政
策
（
平
成
二
十

八
年
二
月
か
ら
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」
政

策
）
が
と
ら
れ
て
お
り
、
全
国
の
財
団 

が
運
用
収
益
の
減
少
を
危
惧
す
る
と

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。 

当
財
団
も
、
平
成
二
十
九
年
度
以
降 

に
満
期
償
還
を
迎
え
る
国
債
・
地
方
債

を
保
有
し
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
度

以
降
の
運
用
収
益
減
少
は
さ
け
ら
れ

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
平
成
二
十
八
年
七
月
「
資 

               

   

  

     

   
金
運
用
及
び
助
成
事
業
検
討
委
員
会
」 

を
設
置
し
、
超
低
金
利
状
況
下
で
の
資

金
運
用
の
あ
り
方
、
並
び
に
、
運
用
収

益
減
に
伴
う
助
成
事
業
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。 

  

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
満

期
償
還
と
な
っ
た
第
五
十
一
回
共
同

発
行
地
方
債
（
額
面
金
額
五
億
円 

利

率
一
・
九
％
）
の
償
還
後
の
運
用
を
、

新
発
債
の
国
債
・
地
方
債
の
金
利
状
況

を
勘
案
し
て
、
当
面
、
銀
行
に
定
期
預

金
し
、
債
券
市
場
を
見
守
る
こ
と
と
し 

                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

た
た
め
、
平
成
二
十
九
年
度
の
運
用
収 

益
は
前
年
度
比
で
約
六
百
四
十
万
円
の 

減
と
な
っ
た
。 

そ
こ
で
、
平
成
二
十
九
年
度
の
助
成 

事
業
は
、
対
象
事
業
と
対
象
団
体
は
前

年
度
と
同
様
と
し
た
が
、
助
成
額
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
助
成
額
か
ら
概
ね
三

割
を
減
じ
た
額
と
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
運
用
収
益
を
三
千
二
百

万
円
と
見
込
み
、
事
業
費
に
二
千
百
万

円
、
管
理
費
に
一
千
百
万
円
を
計
上
し

た
。 

  

平
成
三
十
年
度
中
に
満
期
償
還
と
な

る
国
債
・
地
方
債
は
保
有
し
て
い
な
い

が
、
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
満

期
償
還
と
な
っ
た
地
方
債
の
償
還
後
の

運
用
を
、
引
き
続
き
銀
行
に
定
期
預
金

（
五
億
円
）
し
、
債
券
市
場
を
見
守
る
こ

と
と
し
た
た
め
、
平
成
三
十
年
度
の
運

用
収
益
は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
収
入

と
な
っ
た
同
地
方
債
の
利
息
（
九
百
五

十
万
円
―
六
百
四
十
万
円
＝
）
三
百
十

万
円
が
前
年
度
比
で
減
と
な
っ
た
。 

 

当
財
団
の
管
理
運
営
の
実
情
か
ら
管

理
費
の
節
減
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
平

成
三
十
年
度
の
助
成
事
業
は
、
前
年
度 

                        

    

比
で
三
百
十
万
円
縮
減
す
る
必
要
が
あ 

り
、
平
成
二
十
九
年
度
助
成
額
か
ら
、 

学
校
教
育
で
約
三
割
、
社
会
教
育
で
約 

二
・
五
割
、
計
三
百
十
万
円
を
減
額
し 

た
基
準
で
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
運
用
収
益
を
二
千
八
百 

九
十
万
円
と
見
込
み
、
事
業
費
に
一
千 

九
百
六
十
万
円
、
管
理
費
に
九
百
八
十 

万
円
を
計
上
し
た
。 

 

公
益
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
に
お
け 

る
公
益
目
的
事
業
比
率
が
五
十
％
以
上 

 

と
な
る
よ
う
に
公
益
目
的
事
業
を
行
わ 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
公
益
認
定
法
第 

十
五
条
）。 

当
財
団
が
行
う
事
業
は
、
す
べ
て
公 

益
目
的
事
業
で
あ
る
が
、
管
理
費
に
一 

千
万
円
を
要
す
る
と
す
れ
ば
、
基
本
財 

産
二
十
一
億
七
千
万
円
を
、
一
％
以
上 

の
利
回
り
で
運
用
し
な
け
れ
ば
公
益
目 

的
事
業
比
率
を
充
足
で
き
な
い
。 

 

現
下
の
超
低
金
利
政
策
が
当
分
続
い 

て
も
、
当
財
団
は
額
面
十
億
円
、
利
率 

一
・
九
％
の
国
債
を
保
有
し
て
お
り
、 

そ
の
満
期
償
還
が
平
成
三
十
七
年
六
月 

二
十
日
で
あ
る
の
で
、
平
成
三
十
六
年 

度
ま
で
毎
年
度
二
千
百
五
十
万
円
の
運 

用
収
益
を
確
保
で
き
る
。 
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平
成
二
十
九
年
度 

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算 

東
教
育
財
団
で
は
、
基
本
財
産
二
十
一
億
七
千
万
円
を
国
債
と
地
方
債
で
運
用
し
、

公
益
認
定
を
受
け
て
公
益
財
団
法
人
と
し
て
再
出
発
し
た
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平

成
二
十
八
年
度
ま
で
の
六
年
間
は
、
毎
年
度
約
三
千
八
百
万
円
の
運
用
収
益
（
平
均
運

用
利
回
り
一
・
七
六
％
）
を
確
保
し
、
事
業
費
二
千
七
百
万
円
、
管
理
費
一
千
百
万
円

と
す
る
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
編
成
し
て
き
た
。 

 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 

平
成
三
十
年
度 

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算 

公
益
目
的
事
業
比
率 

 

資
金
運
用
及
び
助
成
事
業 

検
討
委
員
会
の
設
置 

財  
政  

基  

盤  

の  

弱  

体  

化 



（
九
月
三
日
開
催
の
検
討
委
員
会
会
議
風
景
） 

 

（
パ
ス
テ
ル
画
の
指
導
風
景
） 

 

 
 （２） 

 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

日
本
銀
行
は
、
平
成
三
十
年
七
月
三 

十
～
三
十
一
日
の
金
融
政
策
決
定
会
合 

 

で
「
当
分
の
間
、
現
在
の
極
め
て
低
い 

 

長
短
金
利
の
水
準
を
維
持
す
る
」
と
す 

 

る
フ
ォ
ワ
ー
ド
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
将
来
の 

 

運
営
指
針
）
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、 

 

長
期
金
利
の
変
動
幅
を
「
〇
・
一
％
か 

 

ら
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
％
」
か
ら
「
倍
程 

 

度
」
の
動
き
も
容
認
し
た
。 

 
 

た
だ
金
融
市
場
で
は
、
こ
の
修
正
が 

 

金
融
緩
和
な
の
か
、
引
き
締
め
な
の
か
、 

正
反
対
の
見
方
に
分
か
れ
る
事
態
と
な 

っ
た
。 

 
  

日
銀
総
裁
は
、
八
月
三
十
一
日
、
読

売
新
聞
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
短

期
金
利
を
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
％
、
長
期

金
利
を
〇
・
一
％
程
度
に
操
作
し
て
い

る
現
在
の
目
標
に
つ
い
て
、「
け
っ
こ
う

長
い
期
間
に
わ
た
り
、
上
げ
る
と
い
う

考
え
は
な
い
」
と
引
き
上
げ
を
否
定
し
、 

金
融
緩
和
の
長
期
化
を
明
確
に
し
た
。 

   

 
 

平
成
三
十
年
九
月
三
日
、
標
題
検
討 

委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
三
十
一
年
十 

         

   

 

一
月
二
十
七
日
満
期
償
還
と
な
る
府
公

募
公
債
（
額
面
二
億
円 

利
率
一
・
五 

八
％
）
の
償
還
後
の
運
用
、
及
び
、
引

き
続
き
銀
行
に
定
期
預
金
し
て
い
る
五

億
円
の
運
用
の
あ
り
方
、
並
び
に
、
平

成
三
十
一
年
の
助
成
事
業
の
あ
り
方
を

検
討
し
た
。 

              【
資
金
運
用
】 

○ 

資
金
運
用
規
程
第
四
条
「
そ
の
時
点

で
最
善
と
考
え
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
運

用
す
る
。」 

○ 

自
主
運
用
―
現
下
の
債
券
金
利
状

況
か
ら
す
る
と
、
一
％
以
上
の
収
益
を 

  

【
資
金
運
用
】 

○ 

資
金
運
用
規
程
第
四
条
「
そ
の
時
点

で
最
善
と
考
え
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
運

用
す
る
。」 

    

   

 

得
る
に
は
、
四
十
年
と
い
う
超
長
期
の 

事
業
債
で
の
運
用
と
な
る
。 

○ 

委
託
運
用
―
期
間
は
一
年
で
あ
る

が
、
元
本
保
証
が
な
く
、
収
益
も
実
績

配
当
の
予
定
利
率
と
な
り
、
加
え
て
、

手
数
料
・
報
酬
が
必
要
と
な
る
。 

○ 

討
議
検
討
の
末
、
当
分
の
間
、
銀
行 

に
定
期
預
金
し
、
債
券
市
場
の
金
利
動

向
を
見
守
る
の
が
よ
い
と
の
意
見
で
集 

約
さ
れ
た
。 

【
助
成
事
業
】 

平
成
三
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
、 

第
三
三
二
回
府
公
募
公
債
が
満
期
償
還 

と
な
る
が
、
当
該
債
券
の
収
益
金
は
償 

還
日
ま
で
に
年
間
収
益
が
確
保
で
き
る 

の
で
、
平
成
三
十
一
年
度
の
運
用
収
益 

全
体
は
、
平
成
三
十
年
度
と
同
額
で
あ

り
、
助
成
基
準
も
同
一
で
よ
い
と
の
意 

見
と
な
っ
た
。 

・

 

 

平
成
二
十
九
年
度
に
助
成
し
た
事
業

の
具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

    

   

○ 

学 

校 

教 

育 

事 

業 

助 

成 

《
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
行
事
活
動
》 

           
 

  

銅
座
幼
稚
園
で
は
、
①
全
園
児
（
五 

歳
児
及
び
四
歳
児
）
対
象
に
英
語
指
導
、

②
年
長
児
対
象
に
茶
道
指
導
と
パ
ス
テ 

ル
画
指
導
、
そ
し
て
、
③
全
園
児
と
保 

護
者
を
対
象
に
音
楽
団
の
夏
祭
り
コ
ン 

サ
ー
ト
及
び
東
中
吹
奏
楽
部
演
奏
の
鑑 

賞
、
さ
ら
に
、
こ
ど
も
狂
言
の
観
劇
を 

行
い
、
園
児
の
豊
か
な
感
性
や
表
現
方 

法
を
育
む
と
と
も
に
、
保
護
者
参
加
に 

よ
り
園
教
育
の
家
庭
へ
の
啓
発
を
行
っ 

っ
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

                           

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

最
近
の
日
銀
金
融
政
策
の
動
向 

 

資
金
運
用
及
び
助
成
事
業 

検
討
委
員
会
の
開
催 
助
成
事
業
の
紹
介 



（
魚
の
さ
ば
き
方
を
学
ぶ
親
子
） 

（
大
槻
能
楽
堂
に
て
太
鼓
体
験
） 

（
空
堀
か
る
た
大
会
風
景
） 

（
ペ
タ
ン
ク
大
会
風
景
） 

   
 

（３）   

《
伝
統
文
化
を
学
ぶ 

及
び
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

言
語
活
動
の
充
実
》 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

        

玉
造
小
学
校
で
は
、
六
年
生
に
は
能 

（
能
鑑
賞
・
能
面
体
験
・
能
笛
等
楽
器 

体
験
）
を
、
四
年
生
に
は
茶
道
を
体
験 

さ
せ
、
郷
土
の
伝
統
・
文
化
に
つ
い
て 

の
理
解
を
深
め
尊
重
す
る
態
度
を
身
に 

付
け
さ
せ
た
。 

 

ま
た
、
四
年
生
全
員
分
の
国
語
辞
典 

を
配
置
し
、
各
自
が
い
つ
で
も
活
用
で 

き
る
環
境
を
整
備
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、 

語
彙
が
豊
富
に
な
り
、
文
章
表
現
を
豊 

か
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
即
座
に 

調
べ
る
習
慣
が
身
に
付
き
、
知
識
を
広 

                          

  

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

（
助
成
額
四
〇
万
円
） 

○ 

社 

会 

教 

育 

事 

業 

助 

成 

《
高
齢
者
の
生
き
が
い
と 

 
 
 
 
 

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
》 

  
 

             

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、 

ペ
タ
ン
ク
大
会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大 

会
等
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
見
学
研
修
会 

等
の
事
業
を
実
施
し
、
会
員
相
互
の
体 

力
の
向
上
や
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、 

事
業
参
加
を
誘
い
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ 

っ
て
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、 

ひ
い
て
は
寝
た
き
り
防
止
に
も
繋
げ
た
。 

（
助
成
額
三
五
万
円
） 

       

  

 

○ 

生 

涯 

学 

習 

事 

業 

助 

成 

《
中
大
江
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
》 

         

「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」「
ア
ク
セ
サ
リ

ー
を
作
ろ
う
」「
読
み
語
り
」
等
十
一
講

座
を
開
催
し
、
地
域
住
民
や
世
代
間
の

交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
読
書
等
へ
の

興
味
を
深
め
た
。 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

○ 

地 

域 

文 

化 

事 

業 

助 

成 
《
～
歴
史
・
文
化
・
遊
び
を
学
ぶ 

 
 
 

「
上
町
カ
レ
ッ
ジ
開
校
」
～
》 

空
堀
界
隈
の
豊
か
な
歴
史
・
文
化
・ 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

生
活
を
伝
え
、
継
承
す
る
た
め
、
「
上 

町
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
催
し
、
次
の
事
業 

を
実
施
し
た
。 

・
子
ど
も
の
歴
史
伝
承
（
空
堀
か
る
た 

大
会
） 

・
歴
史
の
伝
承
（
空
堀
ま
ち
な
み
寄
席
） 

・
歴
史
を
学
ぶ
（
空
堀
歴
史
講
座
） 

・
先
進
事
例
視
察
（
丹
波
市
柏
原
町
見 

学
会
） 

・
「
空
堀
か
わ
ら
ば
ん
」
の
発
行
等
啓 

発
周
知
事
業 

・
空
堀
界
隈
他
団
体
つ
な
が
り
活
動 

・
事
業
会
議
の
定
例
開
催 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

                 



                             

  （４） 

 

      

戦
後
、
全
国
各
地
に
雨
後
の
筍
の
よ
う 

に
相
次
い
で
誕
生
し
た
新
制
大
学
を
「
駅

弁
大
学
」
と
揶
揄
し
、
テ
レ
ビ
の
普
及
に

「
一
億
総
白
痴
化
」
と
警
鐘
を
な
ら
し
た

評
論
家
の
大
宅
壮
一
氏
は
、
大
阪
人
気
質

を
次
の
六
つ
の
基
本
的
性
格
と
す
る
。 

① 

金
銭
第
一
主
義 

② 

反
政
府
・
反
官
僚
的
な
傾
向
が
強
い

こ
と 

③ 

官
制
や
法
律
よ
り
も
、
人
と
人
と
の

関
係
を
重
く
見
る
思
想 

④ 

金
を
も
う
け
る
た
め
に
は
、
努
力
し 

苦
労
し
倹
約
も
す
る
が
、
人
生
を
楽

し
む
こ
と
に
か
け
て
も
、
す
こ
ぶ
る

積
極
的
で
あ
る
こ
と 

⑤ 

味
覚
が
発
達
し
て
お
り
、
食
べ
物
に

対
す
る
こ
だ
わ
り
が
強
い
こ
と 

⑥ 

国
際
性
の
強
い
こ
と 

 

そ
し
て
、
大
宅
氏
は
、
こ
れ
ら
の
大
阪

人
気
質
が
「
華
僑
」
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ

の
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
大
阪
人
気 

      

   

 質
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
で
行
動
を
律
し

て
い
る
人
を
「
阪
僑
」
と
呼
ん
だ
。 

し
た
が
っ
て
、
大
宅
氏
の
い
う
阪
僑 

は
、
大
阪
人
の
血
を
引
い
て
い
る
と
か
、 

大
阪
生
ま
れ
で
あ
る
と
か
、
現
在
大
阪 

に
住
ん
で
い
る
と
か
い
っ
た
よ
う
な
こ 

と
に
は
関
係
が
な
い
。 

 

か
つ
て
典
型
的
な
大
阪
商
人
と
し
て 

活
躍
し
た
人
々
の
多
く
は
他
県
か
ら
の 

移
住
者
で
あ
っ
た
。
東
洋
紡
や
同
和
鉱 

業
の
前
身
を
創
設
し
た
藤
田
傳
三
郎
は 

長
州
の
下
級
武
士
、
南
海
電
鉄
や
山
陽 

電
鉄
の
建
設
に
貢
献
し
た
松
本
重
太
郎 

は
丹
後
出
身
で
あ
っ
た
。
阪
急
商
法
の 

創
始
者
・
小
林
一
三
は
甲
州
出
身
で
、 

一
旦
三
井
系
の
企
業
に
入
社
し
て
い
る
。 

松
下
幸
之
助
は
和
歌
山
出
身
で
あ
る
。 

 

大
宅
氏
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
い
ず
れ 

も
が
阪
僑
で
あ
り
、
大
阪
人
以
上
に
大 

阪
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
い
わ
ば 

〝
帰
化
大
阪
人
〟
で
あ
る
と
す
る
。 

ま
た
、
松
下
幸
之
助
は
典
型
的
な
阪
僑 

で
あ
り
、
ま
さ
に
阪
僑
の
ヒ
ー
ロ
ー
で 

あ
っ
た
と
す
る
。 

大
阪
は
日
本
の
新
聞
の
発
祥
地
で
あ 

り
、
朝
日
・
毎
日
・
産
経
の
三
紙
ま
で 

が
大
阪
生
ま
れ
で
あ
る
。
朝
日
の
村
山 

                  

   

 龍
平
は
伊
勢
の
国
学
者
の
息
子
、
毎
日 

の
本
山
彦
一
は
熊
本
藩
士
、
と
も
に
大       

阪
に
出
て
、
阪
僑
化
し
た
が
、
本
山
の 

方
が
阪
僑
精
神
が
強
か
っ
た
と
い
う
。 

産
経
の
前
田
久
吉
は
本
人
も
大
阪
生
ま 

れ
で
あ
る
。 

 

純
大
阪
系
作
家
に
は
、
宇
野
浩
二
・ 

直
木
三
十
五
な
ど
が
い
る
。
西
鶴
の
系 

譜
に
繋
が
る
武
田
麟
太
郎
・
織
田
作
之 

助
は
ど
ち
ら
も
大
阪
ミ
ナ
ミ
の
人
で
あ 

り
、
近
松
に
繋
が
る
川
端
康
成
は
大
阪 

キ
タ
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
勿 

論
阪
僑
で
あ
り
、
武
田
は
ふ
て
ぶ
て
し 

い
の
で
「
昭
和
の
西
鶴
」
と
も
い
わ
れ 

る
。
関
東
大
震
災
で
関
西
に
移
り
住
ん 

だ
谷
崎
潤
一
郎
は
、
半
ば
大
阪
に
帰
化 

し
た
作
家
。
福
沢
諭
吉
は
阪
僑
文
化
人 

の
先
駆
者
だ
。 

 
 
 
 

 

と
こ
ろ
で
、
大
宅
壮
一
著
「
『
阪
僑
』 

罷
り
通
る
」
の
初
出
は
『
文
藝
春
秋
』 

（
昭
和
三
十
三
年
六
月
号
）
で
あ
り
、
そ 

の
最
後
に
「
お
し
ま
い
に
、
代
表
的
あ 

る
い
は
典
型
的
『
阪
僑
』
を
野
球
チ
ー 

ム
に
な
ぞ
ら
え
て
編
成
し
て
み
る
と
、 

下
の
よ
う
に
な
る
。
男
女
の
二
チ
ー
ム 

を
つ
く
っ
て
み
た
」
と
あ
る
。 

 

 

   

 

 

【
男 

性 

軍
】 

 

【
女 

性 

軍
】 

 

（
投
） 

山
本
為
三
郎 

（
投
） 

武

原

は

ん 

 
  

 

松
下
幸
之
助        

山

崎

豊

子 

 
 
 
  

奥

村

綱

雄 
 
 
 

鴨

居

羊

子 

        

藤

沢

桓

夫 

（
捕
） 

浪
花
千
栄
子 

        

五

味

康

祐 

（
一
） 

京

マ

チ

子 

        

渋

谷

天

外 

（
二
） 

竹

本

素

女 

（
捕
） 

丸

尾

長

顕 

（
三
） 

三

益

愛

子 

（
一
） 

武

智

鉄

二 

（
遊
） 

宮
城
ま
り
子 

（
二
） 

花
菱
ア
チ
ャ
コ 

（
左
） 

山
田
五
十
鈴 

（
三
） 

菊

田

一

夫 

（
中
） 

笠
置
シ
ズ
子 

(

遊) 

森

繁

久

弥 

（
右
） 

比

嘉

正

子 

（
左
） 

安

井

 

郁 

（
予
備
）
辻 

久

子 

（
中
） 

河

盛

好

蔵  
 
 
 

乙

羽

信

子 

(

右)  

西

尾

末

広 
 
 
 

有

馬

稲

子 

（
予
備
）
清

水 

雅 
 
 
 

淀 

か
ほ
る 

       

中

野 

実 
     

浜
村
美
智
子 

  
 
 

田
村 

駒
次
郎 

  
 
  

梅

棹

忠

夫 

        

手

塚

治

虫 

【
審 

 

判
】 

(

主
審
）
杉 

道

助  
(

一
塁
）
東

竜

太

郎 

(

二
塁
）
前

田

多

門  
(

三
塁
）
藤

林

敬

三 

 

（
槇
野 

勝
・
記
） 

             

 

 
大
阪
の
町
人
魂 

― 

阪 

僑 

― 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 


